第16回中小商工業全国交流・研究集会

地域の宝を生かし、新時代をきり拓こう

－カジノ経済から育てあう経済へ－　

ＨＰ・メールニュース<№2>
2009年8月19日
８月１８日、熱戦の火ぶたが切っておとされました。いよいよ総選挙に全力です。
そうした中、京都畳商工協同組合から後援、全国畳産業振興会も協賛するとのうれしい知らせが届きましたのでお届けします。

地域経済と文化を支える中小商工業の生き残りをかけたたたかいに奮闘しましょう。

この間、現地実行委員会が８月５日に現地下見を行ないました。移動分科会等もプロジェクトチームを組んで企画の具体化をすすめていますのでお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆コンテンツ☆
・京都畳商工協同組合が後援

全国畳産業振興会が協賛

・京都府実行委員会の現地下見
移動分科会プロジェクト紹介①

・分科会と助言者の紹介　<2>
◇京都畳商工協同組合が後援*全国畳産業振興会が協賛
　このたび、京都畳商工協同組合が後援団体として名を連ねると共に、移動分科会④〈フォーラム　京・職人の技〉にも企画参加をしてくださることになりました。
　また、全国畳産業振興会としても協賛し、ご協力をいただくことになりました。振興会の神邊鑅一会長は商工新聞（４月27日付）「変わる業界」に登場、振興会の取り組みを紹介されています。
京都畳商工協同組合〔http://www.kyoutatami.shoukou.net/〕
全国畳産業振興会：神邊鑅一会長のごあいさつ

〔http://www.tatami.in/greeting/index.html〕
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◇京都府実行委員会の現地下見

　８月５日（水）、午後から京都府実行委員会の現地下見がありました。京都は３日に「梅雨明け宣言」したばかり。35℃を超える猛暑日の中、約20人の役員・事務局が参加し、全体会場のシルクホールをはじめ、分科会会場の池坊学園、龍谷大学大宮学舎などを回り、会場の設備・備品や受付の配置、弁当や接待についてなど段取りを相談しあいました。
移動分科会　「吟行会プロジェクト」下見へ
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－　「道はただひとつ」　足跡をたどる　

6月20日（土）午前10時30分、商工交流会「吟行会」プロジェクトの面々が東山区智積院に集合しました。この日は、移動分科会「京町衆の足跡と吟行」のための下見です。

智積院には蜷川虎三元知事のお墓があります。みんなでお墓をお参りして、蜷川さんのお墓をきれいに掃除しました。その後、女坂、音羽の滝から清水寺へ。清水寺では「道はただひとつ」と刻まれた蜷川虎三元知事の石碑の前で記念撮影。観光客の行きかう茶碗坂から吟行会会場のホテル・グラン京都清水まで約2時間をかけて下見を行いました。

「吟行のコースがちょっと長いのでは？」「吟行会では円卓にして参加者の顔がみえるようにしましょう」など意見を出し合いました。

全国からの参加者のみなさんに、京町衆の足跡をたどり、町衆のたたかいに思いを馳せていただき、すばらしい一句が生み出されるよう準備に余念のない吟行会プロジェクトのメンバーです。　　（京商連News 第31号：2009年7月6日号より）
◇分科会と助言者の紹介〈２〉
*第7分科会「産学連携で切り拓く新製品・新分野」の助言者を近藤義晴・兵庫県中小商工業研究所（神戸外国語大学）にお願いすることになりました

  実行委員会での発言から引き続き紹介します。
〔第4分科会：取引ルール〕

山本晃正・鹿児島国際大学教授：今回で４回目。本間重紀（故人・静岡大学教授）に誘われて参加。研究は経済法が主体。下請取引問題、公正取引ルール。新自由主義が猛威をふるってきただけに、不公正な取引が多い。

近藤充代・日本福祉大学教授：消費者法が専門。本間重紀先生と「コンビニの光と影」を共著で出版してＦＣ問題に接近。本部と加盟店の不公正な取引を正す問題を取り上げてきた。本部が値引き販売を規制してきたが公取が不当だと命令を出した。実態を明らかにする中でFC法を実現させることの大切さを感じている。

●基礎講座　第１〈金融〉浦野弘・金融労連：基礎講座は初めて。三菱東京UFJの職員。ますます利益追求に流れ、大幅赤字によりお客さんを選ぶ時代になっている。金融機関から見た申込のポイントについて話したい。近藤さん（左京民商）に実務的なことをお願いしたい。

●基礎講座　第３〈税金〉岩佐英夫・弁護士：選挙制度と税務行政の在り方がその国の民主主義を表わしていると思う。北村人権侵害裁判は皆さんの協力を得て、勝利したが、多くは勝てない。日本に納税者権利憲章をつくっていきたい。

●基礎講座　第４〈経営革新〉
関浦照隆・中小企業診断士：大阪中心に、京都府下もまわったが、難しいのは商業問題、過疎地でお客さんがいなくなった地域ではどうするのか。その現実を踏まえて、可能性はどうか、前半部分を担当する。

